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スコ ー チ防止剤スコノック7について(2)

スコ ー チ防止剤は， コンパウンドの貯蔵中あるいは加工

工程中で生じるゴムの焼けを防止するために使われてい

る． 無水フタル酸（スコノック7)あるいは， チオフタル

イミド （リタ ー ダ ーCTP)が一 般的である． 過去にスコ

ノック71) や crp2) については紹介した ． 今回は， 両者の

スコ ー チ防止性能の違いについて紹介する．加硫促進剤と

して，DM, M-60-0T, MOBを用いた ．

表lにスコ ー チ時間を示した. M-60-0Tの場合，DM,

MOBと比較して，CTPよりスコノック7のスコ ー チ防止

効果が大きい． また， 図lから3に加硫曲線を示した． ス

コノック7は，CTPより加硫速度の低下が若干大きい．

スコ ー チ防止剤と加硫促進剤とうまく組合せることが有

効であることがわかる．

実験

1. 配合

NR 100, 酸化亜鉛5, ステアリン酸1, N330 50, ナフ

テン系オイル10, 硫黄2.5, 加硫促進剤 1, スコ ー チ防止

剤

表l スコノック7とCTPのスコ ー チ時間

DM M-60-0T MOB
配合鼠

t5,min t5,min /5,min 
phr 

スコノック7 0.3 14.0 6.5 28.3 
0.5 14.6 8,4 28.3 

CTP 0.1 13.4 4.7 27.2 
0.3 15.7 5.3 32.8 

無添加 12.6 4.3 25.3 
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図1 OMに対するスコノック7とCTPの効果

(65 ) 

2. 評価

(1)加硫試験(MDR2000) ; 145℃

(2)ム ー ニ ースコ ー チ試験； ML, 125℃
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが， 結果をすべて確実に保証する

ものではありません．
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図2 M-60-0Tに対するスコノック7とCTPの効果
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図3 MDBに対するスコノック7とCTPの効果
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